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 世界諸地域の生活・文化及び地球的課題につい

て、地域性や歴史的背景を踏まえて考察し、現代

世界の地理的認識を深めるとともに、地理的技能

及び地理的な見方や考え方を身に付けさせる。 

 

ア 地球儀や地図からとらえる現代世界 

地球儀と世界地図との比較、様々な世界地図

の読図などを通して、地理的技能を身に付けさ

せるとともに、方位や時差、日本の位置と領域、

国家間の結び付きなどについてとらえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔位置、方位、時差〕 

・地球儀や世界地図を活用して、東京の対蹠
しょ

点の位置を

理解するとともに、地軸の傾きによる季節変化や回帰

線・極圏について理解する。 

・日付変更線やサマータイム制度について理解し、それ

らを含めた時差の計算ができる。 

 

 

〔地球儀、世界地図〕 

・メルカトル図法や正距方位図法、モルワイデ図法など

の図法の特徴を理解し、用途に応じて適切な図法を使

用することができる。 

 

〔日本の位置と領域〕 

・国境には自然的国境や人為的国境があることを理解す

る。また、日本固有の領土である北方領土問題と竹島、

尖閣諸島の現状について歴史的経緯を踏まえて理解す

る。 

 

 

〔国家間の結び付き〕 

・主題図と統計を活用して加工貿易や垂直・水平貿易、

国際分業などについて理解する。 

 

・年次の異なる主題図や統計を活用して交通の発達によ

る地域の変容や観光による国際的な人々の結び付きに

ついて理解する。 
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イ 世界の生活･文化の多様性 

世界諸地域の生活･文化を地理的環境や民族

性と関連付けてとらえ、その多様性について理

解させるとともに、異文化を理解し尊重するこ

との重要性について考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 地球的課題の地理的考察 

  環境、資源・エネルギー、人口、食料及び居

住・都市問題を地球的及び地域的視野からとら

え、地球的課題は地域を越えた課題であるとと

もに地域によって現れ方が異なっていること

を理解させ、それらの課題の解決には持続可能

な社会の実現を目指した各国の取組や国際協

力が必要であることについて考察させる。 

 

 

 

 

〔自然環境と人間生活〕 

・狭まるプレート境界に地震や火山が多いことを、その

構造とともに理解する。また、広がる境界は海底に多

く分布するが、アイスランドなど一部は地上で見られ

ることを知る。 

・世界や日本の主な地形について、その成因や人間生活

との関わりを理解できる。 

・大気の大循環やモンスーンについて理解するとともに、

ケッペンの気候区分の分布と特色、人々の生活につい

て理解する。 

 

 

 

〔宗教、民族と人間生活〕 

・世界の多くの地域で宗教は日常生活深くに根ざしてい

ることを理解するとともに、民族と言語、宗教との関

連を理解する。また、歴史的背景から一部に民族問題

や地域紛争が存在することを知る。 

 

 

〔世界の諸地域の生活･文化と多様性〕 

・世界の諸地域の生活・文化について、諸資料を活用し

て、地形、気候をとらえるとともに、歴史的背景を踏

まえて宗教、民族、農業、工業、商業、貿易、日本と

のつながりなどと関連付けてとらえ、世界の多様性に

ついて理解する。また、異文化を理解し尊重すること

の重要性について理解する。 

 

〔地球的課題と解決に向けた取組〕 

・様々な地球的課題について、それぞれの内容について

世界的な視野から理解する。 

 

・地球的諸課題は、同じ原因であっても、自然環境や地

域性の違いにより、地域によって現れ方が異なること

を理解している。 

 

・地球的諸課題を解決する方向性について、その背景に

南北問題が存在することを理解するとともに、地球的

課題の解決に向けて、例えば日常生活において取り組

むべき課題などを理解する。 
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生活圏の諸課題について、地域性や歴史的背景

を踏まえて考察し、地理的技能及び地理的な見方

や考え方を身に付けさせる。 

 

ア 日常生活と結び付いた地図 

身の回りにある様々な地図の収集や地形図

の読図、目的や用途に適した地図の作成などを

通して、地理的技能を身に付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 自然環境と防災 

我が国の自然環境の特色と自然災害とのか

かわりについて理解させるとともに、国内にみ

られる自然災害の事例を取り上げ、地域性を踏

まえた対応が大切であることなどについて考

察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 生活圏の地理的な諸課題と地域調査 

生活圏の地理的な諸課題を地域調査やその

結果の地図化などによってとらえ、その解決に

向けた取組などについて探究する活動を通し

て、日常生活と結び付いた地理的技能及び地理

的な見方や考え方を身に付けさせる。 

 

〔身の回りにある地図の収集と地形図の読図〕 

・市街図、道路地図、観光案内図などの身の回りにある

様々な地図を収集し、その特徴を理解する。 

 

・地形図において、縮尺を用いて実際の距離や等高線か

ら任意の地点間の標高差を求めたり、尾根と谷を見分

けたりすることができる。土地利用と人間生活のかか

わりを理解するとともに、同じ地域の新旧の地形図を

比較することで、地域の変容を理解する。 

 

〔主題図の作成〕 

・土地利用図や階級区分図、図形表現図やイラストマッ

プを活用することができる。地理情報システム（ＧＩ

Ｓ）の活用例を理解する。  

 

 

 

 

 

〔我が国の自然環境の特色と自然災害〕 

・我が国の地形、気候の特色と過去に発生した主な自然

災害について理解するとともに、過去の自然災害への

対応について土地利用、集落の位置や家屋の形状など

から理解する。 

 

〔自然災害と防災〕 

・生活圏の自然環境について理解し、ハザードマップを

読み取り、自然災害の危険性について理解する。 

 

 

 

 

 

〔課題解決のための地域調査〕 

・地域調査の方法として直接現地で行う方法と学校の図

書館などで文献や資料を利用する方法を理解する。 

・調査結果を、図表、地図などで表現する適切な方法を

選択できる。 

 


